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　市では、「第６次留萌市総合計画（平成29 ～令和８年度）」を効果的・
効率的に進めるため、「市民まちづくりアンケート」を実施しました。

市民まちづくりアンケート
集計結果

　　　　　　　　　　市・政策調整課　　　42-1809　　　　　　　　　　市・政策調整課　　　42-1809問 ℡

回答者の属性（全５問）

【 回答者数 】379 人（前年度比－ 41 人）【 有効回答率 】  31.7%（前年度比－ 3.4 Ｐ
ポイント

）※不着 ...3 件

◇男性　　45.9%（174 人）　　　◇ 女性　　53.6%（203 人）　　　◇無回答　　0.5%（2 人）

■回答者の職業

■回答者の年齢 ■回答者の居住歴 ■回答者の居住校区

■回答者の性別

※各回答人数の構成比（％）

◇ 29 歳以下

◇ 30 ～ 39 歳

◇ 40 ～ 49 歳 

◇ 50 ～ 59 歳 

◇ 60 ～ 69 歳

◇ 70 歳以上

◇無回答 

◇ 1 年未満

◇ 1 年以上５年未満

◇ 5 年以上 10 年未満

◇ 10 年以上 20 年未満 

◇ 20 年以上

◇無回答 

◇留萌小学校区

◇東光小学校区

◇港北小学校区

◇潮静小学校区

◇緑丘小学校区

◇無回答 

令和 4 年度

▼「市民まちづくりアンケート」では、留
萌市の住み心地やまちづくりについて、皆
さんがどのような実感を持っているかを調
査しました。

「市民実感」「住み心地」などを調査「市民実感」「住み心地」などを調査

対象：

期間：
方法：
内容：

18 歳以上の市民のうち、住民基本
台帳を基に無作為で 1,200 人を抽出
令和 4 年５月 12 日～ 27 日
郵送による配布および回収

「市民実感」「住み心地」
「今後のまちづくりの施策」ほか　　　　　　　　　　　

全 55 問

令和４年度の調査内容

　市では、集計結果に基づいて前年度の市
政運営を検証し、市の業務内容などを見直
していきます。
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◇会社員　　26.4％　 ◇主婦　　20.6％　  ◇無職・退職　　17.7％　  ◇公務員　　15.8％

◇商・工・サービス業などの自営業　　  5.0％　　◇自由業　　　　  1.9％

◇学生      1.3％ ◇農・林・漁業　1.1％  　◇その他   　     　　8.4％　　◇無回答　　　1.8％

■「実感度」ランキング・

順位（前年度） 調　査　項　目 「そう思う・ややそう思う」割合
（前年度比ポイント）
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墓地の整備や火葬場の運営管理が適切に行われ
ている

水道が、いつでも安心して利用できる

消火活動や救急活動が迅速に行われている

生活排水や雨水が適切に処理されている

子どもたちが安心して学べる教育環境が整って
いる

各種検診の受診や保健指導などにより、健康に
暮らせる

日常生活において、犯罪にあうことなく安心し
て暮らせる

自然環境が保全され、ごみの減量やリサイクルな
ど廃棄物の適正な処理が行われている

快適で住みやすい住宅が確保されている

小・中学校において充実した教育が行われている

▼「市民実感」では、皆さんが市政運営やまちづくりなどに対して持っている実感（イメージ
も含む）について調査しました。　
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　「ややそう思わない・そう思わない」割合

　「ややそう思わない・そう思わない」割合

　「ややそう思わない・そう思わない」割合

① 商店街・中心市街地に魅力とにぎわいがある

③ 地元の企業に活気がある

② 地域資源を生かした体験型観光や外国人観光客の受け入れ態勢の整備により、観光を目的とし
た交流人口の拡大はもちろん、国内外の都市と人や文化の交流が活発に行われている
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市民実感（全 40 問）

トップ 10

■「実感度」ランキング・ワースト３
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▼「住み心地」では、留萌市の住みやすさや今後も住み続けた
いと感じているかについて調査しました。

■留萌市の住み心地について、どう感じ
　ますか？

住みやすい住みやすい
16.4％16.4％

どちらかとどちらかと
いえばいえば
住みやすい住みやすい

36.1％36.1％

どちらともどちらとも
いえないいえない

27.2％27.2％

どちらかとどちらかと
いえばいえば
住みにくい住みにくい

12.1％12.1％

住みにくい 7.1％住みにくい 7.1％

■これからも留萌市に住み続けたいと思
　いますか？

・まちに愛着があるから 25.7％・まちに愛着があるから 25.7％
・自然に恵まれているから 20.3％・自然に恵まれているから 20.3％
・親戚や知人が多いから 20.3％・親戚や知人が多いから 20.3％

・札幌市 44.6％・札幌市 44.6％
・旭川市 14.8％・旭川市 14.8％
・その他の道内市町村 23.0％・その他の道内市町村 23.0％
・・保健・医療体制が充実していない保健・医療体制が充実していない
  17.5％　  17.5％　
・買い物に不便 17.4％・買い物に不便 17.4％

主 な 理 由主 な 理 由

主な移住先主な移住先

主 な 理 由主 な 理 由

市民実感（全 40 問）

①各種検診の受診や保健指導などにより、健康に暮らせる

②農業・林業に活気がある

③地域の支え合いにより、安心して暮らせる

③日常生活において、交通事故にあうことなく安心して暮らせる

①幹線道路や生活道路が整備されており、安全に通行できる

②障がいのある人が地域で自立して暮らせる

③交通の利便性が確保されている

（前年度 68.3% → 本年度 74.4%）

（前年度 29.1% → 本年度 34.9%）

（前年度 44.8% → 本年度 49.3%）

（前年度 54.3% → 本年度 58.8%）

主な理由  ・除排雪において道路や歩道の幅が十分に確保されていないから
　　　　  ・道路が適切に維持管理されていないから
　　　　  ・整備されていない道路があるから

主な理由  ・障がいに対する市民一人ひとりの理解が不十分だから
　　　　  ・障がいのある人を地域で支え合う市民一人ひとりの意識が低いから
　　　　  ・障がいのある人が働くことができる環境が整っていないから

主な理由  ・バスの利便性が良くないから
　　　　  ・鉄道の利便性が良くないから
　　　　  ・高規格道路の利便性が良くないから

 今後のまちづくりの施策（全１問）

自由回答から一部抜粋（記述総数 137 件）

▼「今後のまちづくりの施策」では、今後のまちづくりのために力を入れるべき施策について、
20 項目（その他を含む）の中から３つを選択してもらいました。
　アンケートの結果は、次のとおりとなりました。

▼自由回答として、さまざまな意見や、要望を多数いただきました。

①市の魅力の創造と発信

②健康の増進と地域医療の充実

③地域産業の振興

④安全・安心な暮らし

⑤子ども・子育て支援の充実

⑥一次産業の振興と地産地消の促進

⑦快適な住環境と自然環境

⑧快適な都市機能

⑨社会保障の充実

⑩地域福祉の充実

⑪行財政改革の推進　

⑫安全・安心な都市機能　

⑬安全・安心な地域づくり　

⑭学校教育の充実　

⑮教育環境の充実　

⑯港湾・物流の確保　

⑰地域包括ケアシステムの充実　

⑱協働による地域づくり　

⑲社会教育の充実　

◎ その他

留萌市　政策調整課

検　　索
「市民まちづくりアンケート」の詳細については、市ホーム
ページ（https://www.e-rumoi.jp/）をご覧ください。

◎

無回答 1.1％無回答 1.1％

住み心地（全５問）
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■各項目の回答数 

「そう思う・ややそう思う」割合の伸び率

「ややそう思わない・そう思わない」割合の伸び率

◇住み続けたい 47.2%

◇どちらとも言えない 31.2％

◇他の市町村に移りたい 19.5%

・今年は例年にない大雪で市民からの苦情も相当
あったと聞く。その内容を細かく分析し、次の冬
に向けてより良い除雪体制を築いてもらいたい。

・子育て世代としてはオムツの消費はとても多く週
２回の回収ではないのがとても不便に感じます。
オムツは生ごみと同じ週２回の回収には出来ない
のか？

・ちゃいるもの年間パスポートを作ってほしい。自
由開放だけでなく、子ども向けのイベントなどを
週末に開催してくれたら、道の駅含めもっと盛り
上がると思う。

・港南中学校の付近の街灯が少ない。子どもたちの
安全のため街灯を増やしてほしい。

・道の駅周辺ばかり力が入り、今ある問題、今やる
べきこともあるのでは…。古い市営住宅ばかり、
自分の親が入るのもかわいそうになる。外から人
を呼びたい気持ちもわかるけれど、市民の気持ち
はどこへ反映されているのでしょうか？

・私は 70 歳の高齢者ですが新聞や雑誌、広報など
読んでいても、カタカナ語が書いてあると意味が
分からなくて読むことを止めてしまうようなこと
があります。高齢者にとってこれからもやわらか
い風が吹く世の中であってほしいと思います。

・文化センター、スポーツセンターを新しくしてほ
しい。市民が楽しめる場所を作ってください。

市ではアンケート結果を踏まえ、今後のまちづくりに生かしていきます。


